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地元稲SCSなど活用

軸
イ
腋
肥
育
効
果
も
安
定

産鋪
翼
獅齢
一郷ジ
鋒
権
釧

山
形
県
の
Ｊ
Ａ
真
室
川
は
、
和
牛
の
肥
育
期
の
飼
料
原
料
を
稲
子
実
発
酵

飼
料

（稲
ソ
フ
ト
グ
レ
イ
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
＝
Ｓ
Ｃ
Ｓ
）
な
ど
真
室
川
町
産
中

心
に
し
、
飼
料
コ
ス
ト
を
４
割
以
上
減
ら
し
た
。
飼
料
用
米
の
Ｓ
Ｇ
Ｓ
や
転

作
大
豆

′
を
Ⅷ
合
し
た
飼
料
で
、
町
内
産
の
自
給
率
は
可
消
化
養
分
総
量

（
Ｔ

Ｄ
Ｎ
）
ベ
ト
ス
で
７５
晰
と
高
い
。
飼
料
の
運
搬
経
費
の
抑
制
と
水
田
フ
ル
活

用
の
ダ
ブ
ル
効
果
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
は
安
全

・
安
心
の
プ
ラ
ン

ド
牛
生
産
に
つ
な
げ
る
構
想
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（日
影
耕
造
）

Ｇ
Ｓ
は
、
収
穫
し
た
も
み
米

を
す
ぐ
に
加
工

・
調
製
し
、

肥
育
農
家
の
倉
庫
に
１
年
分

運
び
入
れ
る
た
め
、
保
管

コ

ス
ト
が
掛
か
ら
な
い
。
転
作

作
物
と
し
て
栽
培
す
る
大
豆

は
、
規

格

外

を

使

っ
て

い

る
。配

合
飼
料
だ
け
で
な
く
、

粗
飼
料
も
運
搬
経
費
の
削
減

を
狙
い
、
全
て
町
内
産
だ
。

稲
わ
ら
サ
イ
レ
ト
ジ
と
稲
発

酵
粗
飼
料

（
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
＝
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

を
給
与
す
る
。

こ
う
し
た
工
夫
に
よ

っ
て

大
幅
な

コ
ス
ト
減
を
実
現
し

た
。
Ｊ

Ａ

の

試

算

に

よ

る

と
、
肥
育
期
間
中
の
飼
料
費

は
‐７
万
６
０
０
０
円
。
従
来

の
肥
育
の
２９
万
８
０
０
０
円

を
大
き
く
下
回

っ
た
。
飼
料

預託施設で牛に町内産の飼料を給与する (山形県真室川町で)

費
の
内
訳
は
配
合
飼
料
１４
万

８
０
０
０
円
、
粗
飼
料
２
万

８
０
０
０
円
。
１
♂
当
た
り

単
価
は
、
配
合
飼
料
が
約
２５

円
、
粗
飼
料
が
約
１５
円
と
な

つ
」に
。

飼
料
の
肥
育
効
果
は
安
定

し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
は
２
０
１

３
年
１０
月
か
ら
１５
年
２
月
ま

で
の
１
年
４
カ
月
、
町
営
秋

山

牧

場

の
和

牛

預

託
施

設

で
、
月
齢
１９
カ
月
か
ら
３４
カ

月
で
給
与
試
験
を
し
た
。
枝

肉
の
肉
質
等
級
は
Ａ
３
で
、

枝
肉
重
量
４
３
１
♂
、

８９
万

４
０
０
０
円
で
せ
り
落
と
さ

れ
た
。
飼
料
費
を
削
減
し
た

こ
と
で
利
益
分
を
確
保
し
た

形
だ
。

今
回
の
試
験
で
は
肥
育
期

間
が
短
か

っ
た
が
、
Ｊ
Ａ
は

子
牛
導
入
直
後
か
ら
肥
育
し

た
場
合
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
減

と
産
肉
成
績
の
向
上
が
図
れ

る
と
見
込
む
。
Ｊ
Ａ
の
高
橋

敏
経
営
管
理
委
員
〈
天
バ
長
は

「生
産
者
や
町
と

一
体
で
繁

殖

・
肥
育
の
地
域
内

一
員
生

産
に
取
り
組
み
、
真
室
川
町

の
プ
ラ
ン
ボ
牛
を
育
て
る
第

一
歩
に
し
た
い
」
と
期
待
す

る
。


